
　
　
　
第
＋
一
岱
　
紹
．
介

が
強
く
働
い
て
、
そ
れ
等
の
干
渉
政
策
も
そ
の
教
化
誘
導
ミ
い
ふ

理
想
圭
嚢
的
見
地
か
ら
幽
で
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
是
は
事
些

細
に
似
て
些
細
な
ら
ざ
る
問
題
で
あ
ら
う
。
（
四
六
版
三
二
九
頁
、

改
造
鮭
獲
行
、
贋
二
、
三
〇
）
〔
徳
重
〕

醗
特
選
帥
下
臥

内
務
省
藏
板

　
本
書
は
明
治
初
年
政
府
が
各
麿
縣
に
命
じ
て
其
管
内
諸
紳
肚
の

事
誤
密
緒
叢
書
等
に
つ
い
て
の
詳
細
な
る
調
査
を
爲
さ
し
め
て
編

纂
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
編
纂
の
大
規
模
で
あ
っ
た
事
、
衆
智
を

集
め
て
考
謹
研
慶
せ
し
め
た
鮎
に
於
て
此
種
の
典
籍
中
比
類
を
見

な
い
も
の
で
あ
る
。
然
る
に
編
纂
以
來
永
ら
く
丙
務
省
に
秘
藏
せ

ら
れ
て
容
易
に
閲
讃
を
瀦
さ
れ
な
か
っ
た
こ
ε
は
識
者
の
少
か
ら

ず
慧
憾
S
し
た
S
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
此
度
初
め
て
旧
版
し
て
世
に

公
に
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
は
喜
ば
し
い
事
で
あ
み
。
記
蓮
の
膿
裁

は
先
づ
宮
中
の
青
葉
に
始
ま
り
吹
に
京
中
座
、
同
京
四
條
座
紳
を

掲
げ
、
そ
れ
よ
り
山
城
國
以
下
各
國
に
分
ち
て
諸
事
の
祭
紳
祭
日

祉
格
所
在
等
を
記
載
し
て
あ
る
。
殊
に
編
纂
當
時
所
在
不
明
或
は

癒
地
煙
埋
の
分
を
も
出
馨
る
だ
け
艘
索
瞼
媛
し
て
掲
載
し
て
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
一
五
二
　
（
一
五
ご
）

闘
か
ら
榊
就
に
關
す
る
研
究
者
菰
ε
つ
て
慰
無
比
の
参
考
資
料
で
あ

る
。
唯
だ
本
書
の
原
本
で
あ
っ
た
内
務
省
本
は
先
年
の
大
震
火
災

の
際
烏
有
に
綿
し
た
閉
め
五
八
○
頁
以
下
は
校
正
に
不
充
分
な
箇

所
が
少
く
な
い
さ
う
で
あ
る
が
こ
れ
億
拝
む
を
得
な
い
事
で
あ

り
、
且
つ
本
書
の
編
纂
以
來
殆
ん
堕
ご
五
十
年
を
経
過
し
其
間
に
紳

紙
弾
道
の
研
究
も
著
し
い
進
歩
を
領
し
た
か
ら
今
日
よ
り
見
れ
憾

本
書
に
も
種
々
不
＋
分
な
鮎
が
有
る
の
を
曲
れ
な
い
の
は
固
よ
り

の
こ
S
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
斯
か
る
讃
重
書
が
幸
に
大
震
災
の
爲

め
に
玉
本
が
焼
失
し
た
に
拘
は
ら
す
斯
く
世
に
点
る
事
ミ
な
っ
た

の
は
紳
肚
研
究
者
に
ε
つ
て
此
上
な
い
幸
編
S
云
は
ね
ば
な
ら

ぬ
。
（
菊
版
八
四
七
頁
、
束
京
磯
部
甲
陽
堂
登
行
、
儂
蝸
○
圓
）

轡
尾
張
國
解
丈

　
本
害
は
U
條
天
皇
の
協
議
元
年
尾
張
圃
の
郡
司
百
姓
等
が
國
守

藤
原
元
命
の
非
蓮
三
十
一
條
を
暴
け
て
富
府
に
愁
訴
し
た
解
丈

の
名
古
屋
布
面
輻
寺
費
生
院
所
藏
に
係
る
正
中
二
年
羅
紗
本
を
精

巧
な
る
坂
璃
版
に
附
し
て
複
製
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
君
原
本
は

現
存
す
る
解
難
儀
の
最
古
の
窮
本
ε
し
て
夙
に
學
界
の
注
意
を
惹



き
紐
に
明
治
慨
八
年
置
國
費
に
指
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
解
文

の
全
文
は
髄
に
史
籍
集
魔
に
も
温
め
て
あ
っ
て
卒
安
朝
に
於
け
る

地
方
政
治
を
研
究
す
る
者
の
必
讃
す
る
ミ
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
が

之
を
古
慕
の
原
形
の
儘
鮮
明
に
爲
さ
れ
た
も
の
を
見
る
こ
ε
は
活

字
本
を
以
て
す
る
に
比
し
て
蓬
か
に
得
る
所
多
く
、
殊
に
其
の
字

鰹
訓
上
灘
名
遣
等
の
古
態
の
儘
な
る
は
古
文
書
墨
出
語
學
等
の
研

究
者
に
多
大
の
壁
土
を
輿
へ
る
。
黒
む
ら
く
は
原
本
の
巻
首
に
十

数
行
の
訳
文
が
あ
る
が
其
の
部
分
は
本
書
の
末
尾
に
附
せ
ら
れ
た

る
解
読
中
に
掲
書
し
て
あ
り
諸
本
の
文
字
の
異
同
を
も
楡
校
し
て

あ
る
か
ら
大
に
便
利
で
あ
る
。
其
他
護
者
の
要
訣
に
資
す
る
爲
め

此
の
餌
文
に
つ
き
大
軍
の
詮
明
を
も
載
せ
て
あ
る
。
吾
人
は
斯
る

希
概
の
蜜
典
を
殆
ん
，
ご
原
本
の
儘
に
座
な
が
ら
見
る
こ
ε
が
出
來

る
の
を
大
に
喜
ぶ
も
の
で
あ
っ
て
他
の
多
く
の
珍
籍
に
就
て
も
斯

か
る
企
の
挙
々
多
か
ら
ん
こ
ミ
を
切
望
し
て
止
ま
な
い
。
（
和
搬
、

名
古
屋
温
故
會
獲
行
、
非
訟
品
）

　
　
鐙
鎌
倉
時
代
の
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
學
地
理
帯
同
放
會
編

　
本
書
は
襲
に
史
學
地
理
學
伺
孜
會
よ
り
艦
誌
『
歴
史
s
地
理
』

　
　
　
第
十
一
悠
　
　
紹
　
　
介

の
第
七
雀
第
五
號
S
も
て
嚢
行
さ
れ
た
『
鎌
倉
時
代
の
文
化
』
を

殆
さ
全
部
に
亙
っ
て
修
正
し
も
ミ
掲
載
さ
れ
て
あ
っ
た
諸
篇
の
外

に
新
た
に
文
墨
博
士
三
浦
周
行
氏
の
「
御
家
入
の
生
活
」
同
西
田
直

二
郎
氏
の
「
鎌
倉
時
代
の
文
化
に
就
い
て
」
文
學
士
高
橋
俊
乗
氏

の
「
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
落
間
範
園
の
籏
張
」
牧
野
信
之
助
氏
の

「
庄
園
内
に
於
け
る
浪
人
」
井
川
定
慶
氏
の
「
法
然
上
人
の
法
語

に
簸
て
文
學
士
中
村
直
勝
氏
の
「
浮
土
敏
藝
衛
に
就
て
の
一
私

見
」
栢
原
騰
貴
氏
の
「
蒙
古
襲
來
の
圃
黒
鯛
」
の
七
篇
を
加
へ
圖

版
を
も
塘
罪
し
て
照
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
鎌
倉
譜
代
の
文
化

は
前
代
の
柔
弱
な
る
貴
族
文
化
に
封
し
て
栽
た
に
親
署
た
る
元
氣

を
以
て
興
つ
た
武
士
中
心
の
文
化
で
あ
っ
て
、
扁
種
猫
特
の
色
彩

を
有
し
て
居
り
之
を
野
象
ざ
し
た
研
究
は
頗
る
興
趣
の
多
い
も
の

で
あ
る
。
本
書
は
漁
れ
を
各
方
面
よ
の
詳
細
に
観
察
批
制
し
た
も

の
で
あ
っ
て
、
各
素
立
せ
る
壮
二
編
の
論
文
よ
り
成
る
も
之
を
廼

談
す
れ
ば
よ
く
此
時
代
の
一
般
丈
化
の
歌
況
趾
會
の
諸
相
を
會
得

す
る
こ
ミ
が
幽
來
る
の
で
あ
っ
て
鎌
倉
痔
代
の
研
究
者
に
ミ
つ
て

は
必
讃
の
書
で
あ
る
の
み
な
ら
す
國
史
に
趣
味
を
有
す
る
一
般
人

士
に
ミ
つ
て
も
此
亦
時
代
の
事
を
知
る
に
最
も
滴
當
の
書
物
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
轍
五
三
　
（
一
五
三
）



る
。

第
十
一
巻
　
　
細
　
　
介

（曲

e
版
五
〇
山
ハ
百
川
，
山
尽
都
一
星
野
網
田
店
髄
簑
行
、
価
惧
｝
血
、
ご
一
〇
）

鰺
百
代
草

文
學
博
士
　
佐
々
木
信
綱
編

　
編
者
が
和
歌
史
を
專
攻
す
る
傍
ら
手
に
入
れ
た
古
書
書
古
文
書

古
人
の
筆
蹟
等
の
中
か
ら
優
秀
な
る
も
の
百
種
を
選
定
し
て
窮
暴

帖
を
作
り
、
一
は
以
て
編
者
が
多
年
心
血
を
注
い
だ
校
本
萬
葉
集

の
完
成
記
念
ε
な
し
一
は
以
て
其
中
の
十
撒
種
を
贈
っ
た
知
人
の

好
意
に
酬
い
ん
ミ
し
た
自
費
出
版
で
あ
っ
て
、
古
く
は
奈
良
朝
時

代
の
右
京
計
帳
か
ら
李
安
朝
初
期
の
も
の
ミ
激
し
き
日
本
書
紀
憩

代
巻
、
律
疏
残
篇
さ
て
は
御
堂
關
自
記
抄
等
の
嶽
簡
等
が
あ
り
、

完
全
な
も
の
に
は
文
書
に
魑
由
天
皇
震
翰
、
藤
原
能
季
解
歌
、
沙

彌
成
信
短
歌
等
が
あ
り
圏
書
に
は
後
奈
良
天
皇
震
翰
天
聴
集
、
験

元
天
皇
震
翰
古
今
集
序
市
立
塵
秘
抄
耕
雲
千
首
等
が
あ
り
詩
歌
に

は
明
入
方
梅
屋
の
石
原
守
澄
を
途
る
詩
、
赫
々
憲
の
灘
蘭
和
倫
を

塗
る
長
歌
等
が
あ
り
、
豊
艶
に
は
佐
々
木
高
商
、
賀
茂
眞
淵
等
の

も
の
が
あ
り
、
其
他
伊
曾
保
物
語
、
チ
ャ
ン
バ
ー
レ
ン
氏
英
課
古

事
記
稿
本
等
各
方
颪
の
珍
書
奇
識
は
萬
葉
集
古
抄
本
等
ε
共
に
編

者
の
趣
味
の
豊
溝
な
る
を
思
は
せ
る
。
終
り
に
簡
箪
な
が
ら
要
を

　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
一
五
四
　
（
一
五
四
）

得
た
編
者
及
び
和
田
三
浦
新
村
諸
博
士
の
解
説
が
添
へ
て
あ
る
。

料
紙
ミ
い
ひ
，
標
装
ミ
い
ひ
、
何
れ
も
精
巧
廼
美
を
極
め
て
居
る

の
は
遽
に
編
者
の
意
巧
ミ
頷
か
る
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
鯵
最
上
郡
史
料
叢
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
學
士
　
嶺
　
金
太
郎
編

　
本
書
は
最
上
郡
に
通
す
る
史
料
ε
し
て
戸
羅
年
譜
、
新
庄
家
中

屋
敷
罰
、
豊
年
瑞
相
記
、
上
庄
壽
永
軒
見
聞
集
、
郡
内
の
古
館
蛙
、

新
庄
領
村
鑑
の
六
夢
を
牧
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
戸
澤
年
譜
－
こ
新

庄
家
中
屋
敷
割
ミ
は
諸
種
の
記
録
類
に
依
っ
て
編
成
さ
れ
た
も
の

で
、
豊
年
瑞
相
記
は
輻
井
富
敏
の
著
し
た
費
暦
五
年
凶
作
の
記
録

で
あ
り
、
新
庄
壽
永
軒
見
聞
集
は
享
保
頃
新
庄
藩
全
盛
時
代
の
有

様
を
一
町
人
が
描
爲
し
た
¶
こ
思
は
れ
る
も
の
で
あ
り
、
郡
内
の
古

館
蛙
は
古
館
九
＋
六
の
位
置
大
小
地
貌
弱
虫
館
主
所
業
の
寺
耐
等

を
記
し
た
も
の
、
新
庄
領
村
鑑
は
蕗
圧
屋
本
を
基
ミ
し
て
諸
本
を

参
訂
し
、
外
に
累
々
に
關
係
あ
る
欝
金
古
文
書
を
併
載
し
た
も
の

で
あ
る
。
斯
る
史
料
を
考
謹
饗
毒
し
て
編
成
す
る
と
は
可
な
り
苦

心
を
要
す
る
も
の
で
あ
る
が
編
者
が
よ
く
之
を
成
さ
れ
た
の
は
此

地
方
の
薔
史
古
蹟
を
知
る
上
に
頗
る
便
利
で
郷
土
史
の
研
究
者
に



鴨
こ
っ
て
稗
盆
が
少
く
な
い
。
就
中
最
後
の
編
中
に
元
和
八
年
戸
澤

氏
就
封
以
前
の
古
文
書
を
多
く
牧
録
し
て
あ
る
の
は
其
時
代
に
於

け
る
同
地
方
の
不
明
確
な
史
劇
を
考
究
す
る
に
多
大
の
便
宜
を
興

へ
る
も
の
で
あ
る
。
　
（
四
六
版
二
二
八
頁
、
山
形
縣
葛
綱
斌
嚢
行

贋
一
、
五
〇
）
〔
以
上
松
野
〕

　
　
噛
西
洋
中
世
の
文
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
轟
轟
博
士
　
大
類
　
　
伸
著

本
書
は
大
正
五
年
「
酉
洋
時
代
史
観
…
中
世
」
の
改
版
で
あ
る
。

内
容
の
大
部
分
を
書
き
改
め
特
に
宗
敏
、
文
學
、
美
術
等
の
精
紳

文
化
方
面
は
全
く
新
し
く
起
稿
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
著
者
に
從

へ
ば
中
世
の
特
質
の
H
つ
は
シ
ム
ボ
リ
ズ
ム
に
あ
る
、
こ
の
象
徴

主
義
の
中
世
味
は
既
に
本
書
の
装
頗
の
う
ち
に
に
ぢ
み
重
て
み

る
。
ク
リ
ー
ム
色
の
布
表
紙
は
淡
小
豆
色
の
脊
ご
よ
く
調
和
し
、

表
紙
の
眞
中
よ
り
少
し
く
搾
め
に
喀
黒
色
を
バ
ッ
ク
に
灰
色
の

「
美
し
き
紳
」
δ
蜀
O
聾
U
δ
篇
師
キ
リ
ス
ト
の
単
身
像
謎
が
は
ら

れ
て
る
る
。
此
像
は
中
世
ゴ
テ
イ
ク
建
築
の
幅
大
傑
作
、
佛
國
ア

ミ
ア
ン
の
大
寺
が
入
墨
の
柱
に
立
て
る
も
の
、
中
世
的
意
味
で
の

「
完
全
」
を
こ
よ
な
く
象
徴
せ
る
も
の
で
あ
る
。
嗜
黒
色
の
バ
ツ

　
　
　
第
十
一
巻
　
　
紹
　
　
介

ク
は
中
世
の
シ
ノ
ニ
ム
所
謂
「
噌
黒
時
代
」
を
、
そ
の
中
に
浮
出

る
「
美
し
き
紳
」
像
は
宗
教
的
中
世
を
象
徴
し
、
像
鼓
の
黒
色
に

謝
照
し
て
ク
リ
ー
ム
色
の
明
さ
は
中
世
に
先
立
つ
古
代
の
明
さ
か

そ
れ
ミ
も
中
世
に
績
く
近
世
の
光
り
の
象
徴
か
霊
も
解
…
さ
れ
る
で

あ
ら
う
。
斯
本
書
は
外
容
よ
り
し
て
、
す
で
に
、
中
世
硝
化
の
内

容
を
象
徴
し
て
み
る
。
本
書
の
取
級
っ
て
み
る
問
題
の
範
園
は

「
中
世
の
始
」
よ
り
「
基
督
教
三
界
の
安
定
』
，
胤
界
及
び
國
家
、
ε

政
治
及
び
軍
事
」
「
基
督
教
文
化
ε
其
の
一
新
」
「
尊
高
及
び
美
術
」

「
経
濟
生
活
及
び
都
市
」
「
中
世
の
終
」
ま
で
章
を
分
つ
こ
ミ
七
つ
、

節
の
工
数
仕
四
、
五
五
五
頁
の
大
冊
で
あ
る
。
し
か
し
中
心
的
韮

題
ご
し
て
は
、
十
二
、
＋
三
世
紀
郎
ち
中
興
の
高
潮
期
を
取
扱
っ

て
み
る
。
本
書
の
創
意
的
特
徴
は
著
者
の
中
世
史
観
郎
ち
申
泄
史

興
遷
の
跡
付
ー
ー
不
安
動
揺
の
時
代
、
安
定
の
時
代
、
新
生
命
獲

動
の
時
代
l
i
に
あ
る
ミ
思
は
れ
る
。
著
者
は
叉
中
世
を
理
解
す

べ
き
者
の
取
る
べ
き
態
度
に
出
て
次
の
如
く
述
べ
て
を
ら
る
。
そ

れ
は
第
二
牽
に
於
て
「
歴
史
的
に
考
へ
れ
ば
墓
督
教
會
は
信
徒
の

集
合
團
膿
か
ら
嚢
呈
し
た
も
の
で
あ
る
、
郎
ち
自
然
的
獲
展
の
結

果
に
過
ぎ
な
い
、
併
し
地
上
に
建
て
ら
れ
た
る
紳
國
ε
し
て
の
教

　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
凶
五
五
　
（
一
五
五
）


